
第４８回全国大会開催

一般男子団体戦Main EventMain Event

　コロナ禍の中で二年間全国大会が中止になっていましたが、今年は三年ぶりに関東地において関係各位、そして全国会員様のご協力により開
催されたことに感謝申し上げます。当チームは前大会より五年ぶりに京都Bが優勝を手にできました。京都Ｂチームは若武者（高校生）のフ
レッシュな勢いのあるチームでダークホース的な存在であったが、勝ちにこだわらず日頃の稽古通り平常心で結果が出たと思います。選手諸君
が各ポジション（役割）を理解し、最高のパフォーマンスでワンチームで勝利を手にしました。2023年の大会も連覇を目指し剛柔会が盛り上
がるよう頑張ってほしいと思います。【心華館 加藤映彦 監督 談話】

　剛柔会会長宇治田栄蔵先生より開始式の挨拶で三年ぶりの剛柔会最高イベン
ト全国大会が横浜武道館にて開催されますことは喜ばしい限りであります。本
大会が全国各支部および海外の代表選手、役員の参加のもと、コロナ禍を超え
て関東地区の役員の方々関係各位のご協力で開催されることに感謝申し上げ、
成功裡になりますよう最大のパフォーマンスを期待いたしますと挨拶された。
　大会審判長　樫葉芳之先生より試合上の注意、大会事務局長　西尾靖先生よ
り会場及び諸注意についてアナウンスされた。

victory!!victory!!

　両チームともに強豪に勝ち上がってがっぷり四つで決勝戦となった、前半戦
は２勝２敗の五分で大将戦までもつれ京都Ｂチームの若武者現役の高校生のス
ピードに軍配があがり、第４３回大会以来五年ぶりの優勝旗、宇治田省三杯を
手にした。今後の剛柔会の躍進が望まれる若武者たちであった。

大分 チーム 京都Ｂ チーム
監督 藤澤裕治先生 監督 加藤映彦先生

２勝 3勝
１回戦　京都Ａ １ｘ３ １回戦　秋　 田 0 ｘ５
２回戦　長　 崎 １ｘ４ ２回戦　群　馬 0 ｘ３

先鋒 三宅悠斗選手 次鋒 中嶌珠絡選手

大分チーム 京都Bチーム
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中堅 岩田慧選手 副将 麦谷悠成選手 大将 山崎光翔選手
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VS

京都Bチームあっぱれ

京都京都のの若武者若武者降臨！！降臨！！
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４8 回　形競技チャンプの一言４8 回　形競技チャンプの一言

４8 回　組手競技チャンプの一言４8 回　組手競技チャンプの一言

高橋 和大(兵庫県)

◎小学男子１～２年の部
　浩然会 大内浩行先生の指導で日々の練習で、
１つ１つ積み重ねる事の大切さを学びました。目
標に向って努力し練習に励み、困難を乗り越えて
チャンプになりました。これまで多くの先生や指
導者に感謝申し上げます。今後も上位を目指し練
習を重ねてまいりますので、ご指導よろしくお願
い致します。ありがとうございました。 勝嶋 亮太(京都府)

◎小学生男子３～４年の部
　陽心館 渡辺佑賀先生のご指導のもと、道場で
の練習や強化練習で沢山の先生方にご指導してい
ただき優勝することができました。教えて頂いた
事を重点的に練習に励み、一つ一つできるように
して今後も優勝を目指します！
　先生方に感謝申し上げます。本当にありがとう
ございます。

大内 晴陽(宮城県)

◎小学生男子５～６年の部
　絆道場佐藤富雄先生のご指導で空手道を通じて
礼儀や周りの人々への感謝の気持ちを忘れないこ
とを学びました。ここまで成長してきたことは佐
藤先生はもちろん、ご指導していただいた先生方
や先輩方、いつも練習場まで送ってくれたお父さ
ん、お母さんに感謝します。これからも人々のお
かげであることを忘れず努力していきます。
ありがとうございます。 清野 なな(京都府)

◎小学生女子１～２年の部
　大志館中野秀人先生にご指導をいただき、練習
に行きたくないと泣いていた日々を乗り越えて全
国大会での初めての優勝でとてもうれしかったで
す。中野秀人師範、中野さおり先生、又、道場で
指導していただいた先生方、先輩方に感謝申し上
げます。

「次も優勝するぞー！！」とモチベーションを高
めて練習がんばります！

岡元 杏樺(茨城県)

◎小学生女子３～４年の部
　剛柔会 秋田政夫先生の指導を受けて空手を初め
てから 1 年 5 ヶ月が経ちました。先生方や仲間と
出会い「日本一になる」という目標が出来ました。
新しい形や技の意味などを教わる時はワクワクし
ます。出来なかった事ができるようになった時は
嬉しい気持ちになり、試合はドキドキしたり負け
れば悔しく、勝てば次も頑張るぞと色んな気持ち
になれる「空手」が好きです。空手の楽しさやかっ
こよさを多くの人々に伝えたいです。先生仲間に
感謝します。ありがとうございました。 佐藤 凛子(大分県）

◎小学生女子５～６年の部
　秀徳会 佐藤重徳先生に学び空手道を通じて、
多くの人と出会い色々と学び、支えられてきまし
た。これからも先生、仲間の人々へ感謝の気持ち
を忘れず、師範佐藤先生を信じて、自分の「形」
が演武できるよう日々努力していきますので、今
後もご指導宜しくお願い致します。

奥村 宗司(京都府)

◎中学生男子の部
　陽心館　渡邉佑資先生の下で、これまでご指導
いただいた先生方や応援して下さった皆様に感謝
申し上げます。毎日、練習の中で思うような形が
演武できなかったことが多くありましたが、乗り
越えることに努力し日々を大切に取り組み空手道
を通して人としても成長していけるよう頑張りま
す。ありがとうございました。

川本 愛桜(千葉県)

◎中学生女子の部
　国際勝正館　石原克一先生指導のもと８歳から
道場でお世話に成り、空手を通じて、体がガッチ
リと強く成り、体力が付き又努力すれば必ず良い
結果が出る実感をしました。
　今後も日々練習に取り組み、大会で上位を成す
結果に励みます。指導頂いた先生、仲間の人達に
感謝申し上げます。今後もよろしくお願いします。

安藤 颯太(宮城県)

◎少年男子
　小齋道場の小齋則夫先生の指導で私が学んだこ
とは、礼儀、努力、忍耐力など精神面の向上。全
てに挑戦し、正確な判断、そして感謝を忘れない
等で大きく成長が出来ました。
　続けることが、自分の納得できるものになるこ
とを、師範の教えや、仲間との関係も空手道を通
じて得ることが出来ました。ありがとうございま
した。 長嶋 真央(和歌山県)

◎少年女子の部
　研心館　徳野裕明先生に４歳から指導を受け
形、組手と両立できるよう頑張ってきました。空
手道を通じて礼儀や感謝の心を大切に、指導でお
世話になった先輩の方々や、周りの人々に感謝し
恩返えし出来るよう日々努力してまいりますので
ご支援よろしくお願い致します。ありがとうござ
いました。

西山 　走(大分県)

◎一般男子の部
秀徳会　佐藤重徳師範に稽古を付けて頂いており
ます。五歳から空手道を続けて、努力の大切さ、
忍耐力、礼儀等学び、人とのつながりや家族や友
人、学校や職場、道場の先生、今まで戦ったライ
バルの選手のお蔭で今があります。これからも多
くの人達に感謝を忘れず精進し更なる成長をお見
せ出来るよう頑張ります。ありがとうございまし
た。 大野 ひかる(大分県)

◎一般女子の部
　秀徳会　佐藤重徳師範に７歳より現在まで指導
して頂いております。空手道を通じて、ナショナ
ルチームとして色々な世界を見せていただき、技
術だけではなく人として成長できるように心がけ
ております。サポートしてくださる全ての人々に
感謝を申し上げ恩返しできるよう邁進していきま
す。ありがとうございました。

東　 剛司(東京都)

◎五十歳以上男子の部
　清剛館　福島　章師範のもとで６才～ 20 才ま
で励んで、14 年間休会し又 34 才から始め 50 才
で大会出場して 53 才で優勝できました。チャン
スを与えて頂いた道場の関係者、職場関係の皆様、
そして家族に感謝の気持で一杯です。空手道を通
じて学んだ「辛抱」を忘れず日々コツコツと目標
に向って邁進し頑張りたいと思います。ありがと
うございました。 吉岩 百合子(大分県)

◎四十歳以上女子の部
秀徳会　佐藤重徳師範の下で 15 年ご指導頂き、
形の分解を理解し技を修得の難しさを知り、自分
の体の癖等で試練が続きますが、努力すればその
分達成感があり、よい結果に現われてきました。
成長を支えて頂いた師範や道場生の稽古に励む
姿、家族の応援です。今後共人々に感謝しつつ自
身を高めていきたいです。

森 　葵志也(福岡県)

◎小学男子１年の部
　常志館　森　敏浩先生の指導で三歳より空手道
を始め、空手を通して「常」に「志」を持ち、道
場で仲間と目的をもち続けて協力し合って稽古に
励んだ結果優勝ができました。指導者や仲間の
方々に感謝の心を忘れないよう頑張っていきたい
です。ありがとうございました。

森 　蓮志(福岡県)

◎小学男子２年の部
　常志館　森　敏浩先生の指導で五年目で優勝を
手にしました。日頃の稽古で仲間と「切磋琢磨」
して技の向上を目指した結果、良い成績に継がっ
たと思います。道場の教えの「常」に「志」を持
ち感謝の心を忘れずに続けていきたいです。あり
がとうございました。

榎本 圭登(福岡県)

◎小学男子３年の部
　常志館　森　敏浩先生の指導で五年目空手道を
通じて、強い気持を身に付けることが出来たと思
います。まだまだ弱い面もありますが、負けたく
ないという心と絶対に勝ってやるという心をきわ
めて、ライバルに勝つ気持を忘れないで稽古に頑
張ります。指導して頂いた師範、指導の先生方に
感謝申し上げます。

結城 蔵乃助(福岡県)

◎小学男子４年の部
　常志館　森　敏浩先生に教えを頂き諦めない
心、きつくても表情に出さないなどを稽古で学び
日々練習に励んでいます。大会に出場して色々な
県に行き友達やライバルを作ることも楽しいで
す。来年も全国大会に出て優勝できるよう頑張り
たいです。先生方、仲間に感謝いたします。

木下 翔斗(福岡県)

◎小学男子５年の部
　常志館　森　敏浩先生の道場で六年空手をどん
どん続けていくと、次は全国を目指し、いろいろ
な大会で優勝したいとどんどん気持ちがもえてき
て空手が楽しくなりました。これからも空手を続
けて全国で優勝できるよう今以上に練習をしてい
きたいです。ありがとうございました。

山田 暖大　(香川県)

◎小学男子６年の部
　小学１年生から日新館 綾川道場 北林秀章先生
に習い始め、沢山の人と出会い仲間も多くできま
した。練習には指導していただける先生や仲間の
協力でこのたび優勝することができました。日々
の練習はしんどいですが、自分の為と思い頑張っ
ていきます。これからもご指導をよろしくお願い
致します。皆様に感謝の気持ちで一杯です。

東房 　葵(福岡県)

◎小学女子１年の部
　新武館　吉田憲正先生の指導で二年空手が楽し
くてたくさんの練習をしました。負けたくない気
持が強くなり我慢強くなり、優勝できました。こ
れからも練習を続けていきます。よろしくお願い
します。先生ありがとうございました。感謝致し
ます。

吉田 結奈(福岡県)

◎小学女子２年の部
　常志館　森　敏浩先生の道場で三年五ヶ月教わ
り、強い精神力、集中力、礼儀等を学び、日々練
習に励み、仲間の人達に応援を頂き成長してきま
した。今後もご指導よろしくおねがい致します。
感謝申し上げます。
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組　手　試　　合 優　　　勝 準　優　勝 ３　　　位 ３　　　位 組　手　試　　合 優　　　勝 準　優　勝 ３　　　位 ３　　　位

⑮小学生男子 (1 年生 ) 森　葵志也（福岡県） 山田　湊真（香川県） 若林　隼平（京都府） 川上　璃央（福岡県） ㉙中学生男子 (3 年生 ) 和泉　孔大（福岡県） 中嶌　ラオ（京都府） 安達　優斗（大分県） 小林　　浬（京都府）

⑯小学生男子 (2 年生 ) 森　蓮志（福岡県） 松尾　彪雅（長崎県） 村松　威吹（神奈川県） 三木　隼人（福岡県） ㉚中学生女子 (1 年生 ) 栗原　琉衣（福岡県） 宮良　琉華（東京都） 川﨑　瑠花（大分県） 髙田　未来（福岡県）

⑰小学生男子 (3 年生 ) 榎本　圭登（福岡県） 三明　慶祐（京都府） 佐藤　龍希（大分県） 北得　悟（京都府） ㉛中学生女子 (2 年生 ) 山崎　架音（福岡県） 安藤　一華（和歌山県） 松下　真心（和歌山県） 江國　星夏（岡山県）

⑱小学生男子 (4 年生 ) 結城　蔵乃助（福岡県） 矢野　抄英（香川県） 小川　誠人（和歌山県） 山崎　琉恩（福岡県） ㉜中学生女子 (3 年生 ) 角川　柚心（福岡県） 髙橋　とこ（秋田県） 涌波　成芭（福岡県） 迎　 侑夏（福岡県）

⑲小学生男子 (5 年生 ) 木下　翔斗（福岡県） 松村　幸龍（福岡県） 中西　碧（和歌山県） 山本　翔太（神奈川県） ㉝少年男子 (18 歳以下 ) 松下　煌汰（和歌山県） 妙中　亮太（和歌山県） 五十嵐　來（栃木県） 尾崎　 樹（福岡県）

⑳小学生男子 (6 年生 ) 山田　暖大（香川県） 小野　颯真（福岡県） 高井　伶凰（香川県） 河端　蒼（香川県） ㉞少年女子 (18 歳以下 ) 齋藤　愛萌（宮城県） 嶋田　晴（京都府） 供川　桜奈（京都府） 長嶋　真央（和歌山県）

㉑小学生女子 (1 年生 ) 東房　 葵（福岡県） 黒崎　瑞葵（宮城県） 日野　星来（福岡県） 浦川　遥月（長崎県） ㉟一般男子軽量級 (65 ㎏未満 ) 井本　匠（和歌山県） 東　勇吾（東京都） 針尾　承佑（長崎県） 浅野　豪将（東京都）

㉒小学生女子 (2 年生 ) 吉田　結奈（福岡県） 大野　いちほ（香川県） 居相　瑠夏（京都府） 菅野　百果（福島県） ㊱一般男子中量級 (75 ㎏未満 ) 市川　銀二郎（長崎県） 井田　達郎（神奈川県） 田中　勇樹（秋田県） 橋　優作（京都府）

㉓小学生女子 (3 年生 ) 清水　優桜（京都府） 木下　鈴（福岡県） 兒嶋　栞里（福岡県） 冨久川　杏梨（大阪府） ㊲一般男子重量級 (75 ㎏以上 ) 江藤　純哉（大分県） 永沼　凌空（宮城県） 足立　龍哉（大分県） 岡澤　崇（千葉県）

㉔小学生女子 (4 年生 ) 安藤 ひまり（和歌山県） 山口　紗由（和歌山県） 菅野　美桜（福島県） 完戸　菜夏（福岡県） ㊳一般男子無差別級 中野　紘志朗（京都府） 佐藤　湧紀（秋田県） 木戸　浩貴（宮城県） 吉田　真澄（京都府）

㉕小学生女子 (5 年生 ) 竹川　由奈（東京都） 志賀　れな（京都府） 上芝　莉緒（和歌山県） 津田　心花（富山県） ㊴一般女子 (55 ㎏未満 ) 小堂　利奈（京都府） 柳澤　花月（東京都） 斉藤　楓（京都府） 町田　茉央（福岡県）

㉖小学生女子 (6 年生 ) 石川　心絆（秋田県） 臼井　葉月（神奈川県） 古賀　莞那（福岡県） 佐藤　凛子（大分県） ㊵一般女子 (55 ㎏以上 ) 佐藤　琉奈（宮城県） 髙橋　栞里（宮城県） 藤家　美智代（福岡県） 桐井　みほ（和歌山県）

㉗中学生男子 (1 年生 ) 湯浅　翔（群馬県） 下野　宏人（東京都） 松永　燕礽󠄂（福岡県） 濵田　　隼（奈良県） ㊶団体戦 ( 一般男子 ) 京 都 府 B 大 分 県 長 崎 県 群 馬 県

㉘中学生男子 (2 年生 ) 掛園　航矢（群馬県） 甲斐　大樹（香川県） 若林　俐青（京都府） 平木　智大（和歌山県）

形　　試　　合 優　　　勝 準　優　勝 ３　　　位

①小学生男子 (1 ～ 2 年 ) 高橋　和大（兵庫県） 森　　蓮志（福岡県） 南　　昂樹（京都府）

②小学生男子 (3 ～ 4 年 ) 勝嶋　亮太（京都府） 藤本　康正（香川県） 須川　琉音（和歌山県）

③小学生男子 (5 ～ 6 年 ) 大内　晴陽（宮城県） 西園　啓矢（京都府） 木村　隼士（福岡県）

④小学生女子 (1 ～ 2 年 ) 清野　なな（京都府） 田中 絵美莉（京都府） 高橋　心柚（京都府）

⑤小学生女子 (3 ～ 4 年 ) 岡元　杏樺（茨城県） 山中　彩未（京都府） 高橋　理子（兵庫県）

⑥小学生女子 (5 ～ 6 年 ) 佐藤　凛子（大分県） 麦谷　杏莉（京都府） 東風平　梨沙（大阪府）

⑦中学生男子 奥村　宗司（京都府） 田井　滉泰（京都府） 林　晃太朗（京都府）

形　　試　　合 優　　　勝 準　優　勝 ３　　　位

⑧中学生女子 川本　愛桜（千葉県） 奥村　和叶（京都府） 宇根田　季（京都府）

⑨少年男子 (18 歳以下 ) 安藤　颯太（宮城県） 木下　恕維（神奈川県） 藤原　愛琉（大分県）

⑩少年女子 (18 歳以下 ) 長嶋　真央（和歌山県） 宮地　琉樺（高知県） 松宮　千夏海（大阪府）

⑪一般男子 西山　　走（大分県） 星加　将吾（和歌山県） 森田　貴文（奈良県）

⑫一般女子 大野　ひかる（大分県） 柳澤　花月（東京都） 森本　 樹（岡山県）

⑬ 50 歳以上男子 東　剛司（東京都） 清水　孝博（京都府） 加藤　宏之（愛知県）

⑭ 40 歳以上女子 吉岩　百合子（大分県） 斎藤　真理子（東京都） 廣田　和美（大分県）

４8 回　組手競技チャンプの一言４8 回　組手競技チャンプの一言

清水 優桜(京都府)

◎小学生女子三年の部
　空翠会　長谷川　誠先生の指導で五年目空手を
通じて全国に友達ができたことがうれしいです。
礼儀・礼節を教えて頂き、長谷川師範に感謝です。
これからもご指導をおねがいし仲間と楽しく頑
張って練習に励んでいたいです。ありがとうござ
いました。

安藤 ひまり(和歌山県)

◎小学生女子４年の部
　伊都空手道教室　樋川和美先生に学び四年空手
で教わった礼儀を守り自分の内面と向き合い、強
く正しい人間になる様に続けて行きたいです。今
後も上位を目指します。周りの方々に感謝いたし
ます。ありがとうございました。

竹川 由奈(東京都)

◎小学生女子五年の部
　聖心館　竹川達男先生の指導で六年目、初優勝
を手にしました。規律を重んじる人になり、練習
に励んで礼節を守り、仲間の人々と楽しく練習し
た事が優勝につながったのでまた上位を目指して
頑張っていきます。指導して頂いた先生、指導者・
仲間に感謝申し上げます。

石川 心絆(秋田県)

◎小学生女子 6 年の部
　忍会　石塚　司先生の道場で四年七ヶ月で優勝
できました。私は空手が好きです。私は空手を始
めてから気持が強くなりました。これからも大好
きな空手を続けてもっと上位を目指し練習に取り
組んで行きますので、ご指導よろしくお願い致し
ます。本当にありがとうございました。

湯浅　翔(群馬県)

◎中学生男子 1 年の部
　技徳会　掛園誠治先生の教えを７年間学び続け
て優勝を手にしました。練習を一生懸命やっても
結果が出ず自分を見直し指導してくださる先生方
といっしょに諦めず毎々コツコツと仲間と練習し
た結果が出ました。皆様のお陰です感謝いたしま
す、ありがとうございました。

掛園 航矢(群馬県)

◎中学生男子 2 年の部
　技徳会　掛園誠治先生で４才から始め礼儀を身
に付けるため先輩達と練習に励んで勝ちへの道筋
を覚え努力することで結果が生まれるまで、泣い
たり，止めたいと思った時も諦めず空手を続けて
きて普通では得ることのできない経験と強さを学
びました、指導の先生、先輩、道場の仲間に感謝
申し上げます。

和泉 孔大(福岡県)

◎中学生男子三年の部
　新武館　吉田憲正先生の指導で９年目自分は礼
儀と努力の大切さを学び、それを活かして全中で
優勝し、高校に進学しても空手を続けて活躍でき
るよう練習を頑張っていきたいです。先生や道場
の仲間の応援をいただきありがとうございます。
今後もご指導よろしくお願いいたします。

栗原 琉衣(福岡県)

◎中学生女子一年の部
　新武館　吉田憲正先生の道場で８年指導を受け
てきました、姉兄の影響で５歳より始め、道場の
先輩と練習の中で礼儀や集中力が身に付き、大会
で各地の選手と友達を作ることができました。今
後も思い切り練習し大会に出場して優勝できるよ
うに頑張ります。指導の先生、道場の皆様ありが
とうございました。

山崎 架音(福岡県)

◎中学生女子二年
　常志館　森　敏浩先生で６年間の指導を受け続
けて優勝できました。空手を通じて競技面だけで
はなく、生活面や人間性等多くを学び日々成長し
ていると思います。森先生はじめ指導してくださ
る先生共に練習できる仲間、そして全力で支えて
くれる両親のお陰と感謝しております。今後も多
くの方々に感謝し常に上位を目指します。ありが
とうございました。 角川 柚心(福岡県)

◎中学生女子三年
　新武館　吉田憲正先生の指導を受け１０年目、
空手を通じて挨拶や礼儀そして人との交流を学
び、勝った時の嬉しさ、負けた時の悔しさを知り、
自分に強くなることで上を目指していける気持ち
が生まれ結果がついてくると思います。これから
も多くの人に感謝して練習に励んでいきます。
ありがとうございました。

松下 煌汰(和歌山県)

◎少年男子
　和歌山拳武館　下津支部　認田高輝先生の下小
学１年から空手を始め先輩や仲間の応援に支えら
れて優勝ができました。ありがとうございました。
これからも練習に努力し、上位を目指し、妹（中
２）とＷ優勝できるよう頑張ります。皆様に感謝
致します。今後もご指導よろしくお願い致します。

齋藤 愛萌(宮城県)

◎少年女子
　絆道場　佐藤富雄先生に９年目の優勝で恩返し
になりました。道場に通うようになって挨拶や礼
儀だけではなく何事においても諦めない気持が成
長してきました。自分に自信が出来、明るく元気
良くなったことや、周りを見て人に優しく自分か
ら率先して行動ができるようになりました。今後
もご指導よろしくお願いいたします。ありがとう
ございました。

井本 　匠(和歌山県)

◎一般男子軽量級
　家族と目標１０連覇を目指しておりましたが８
連覇となったがコロナ禍でまぼろしの２年が経過
してしまい１０年間保持できましたことに嬉しく
思います、私以上父・兄が喜んでくれた事に感謝
いたします。今まで周りの方々に支えられて、私
を成長させて頂いた方に少しは恩返しできたか
な？と思います。今後も剛柔会発展にご協力し、
後輩の育成に頑張ります。 市川 銀二郎(長崎県)

◎一般男子中量級
　武當館　針尾一統先生の指導で１６年目　礼儀
や礼節を学び礼節とは相手を想う心が重要で社会
において人との関係・コミュニケーションで　礼
儀は礼に始まり礼に終わる空手道は基本の基本で
あると思います。試合等で両立できるように学ん
で練習に励んでまいります。ありがとうございま
した。

江藤 純哉 (大分県)

◎一般男子重量級
　秀徳会　明野道場　佐藤重徳先生に１７年間ご
指導を受け、空手を通じて、技術や体力だけでな
く、礼節や人との繋がり、努力することなど、人
生において大切なことを学ぶことができ、競技で
勝つ為だけでなく人として成長し人に優しい人間
に成長して行けるよう今後も精進してまいりま
す。

中野 紘志朗(京都府)

◎一般男子無差別級
　大志館　中野秀人先生の指導のもとで１４年学
んだお陰で優勝できました。稽古で諦めない心を
身に付け、試合はもとより稽古でも残り一秒まで
やり切ることは私生活や勉強でも同じです。幼い
頃からお世話になった剛柔会に恩返しが出来るよ
う上位を目指し頑張っていきます。ありがとうご
ざいました。

小堂 利奈(京都府)

◎一般女子 55㎏未満
　大志館　中野秀人先生に１２年指導していただ
き礼儀作法や人の在り方や努力の重要性を知りま
した又大会で人との繋がりも大切だと身も心も同
時に鍛えることができる空手の魅力を自身の活躍
でアピールして行きたいです。今後も頑張って上
位を目指します。皆様に感謝申し上げます。
ありがとうございました。

佐藤 琉奈(宮城県)

◎一般女子 55㎏以上
　勇志館　加藤貴正先生に指導を受け１２年、心
身共に鍛えて頂きました。全国の大会で戦友がた
くさんでき交友関係が広がり、人間としてコミュ
ニケーションが大切だと感じでいます。今日まで
育てて頂いた両親、先生、仲間に感謝いたします。
ありがとうございました。

第48回 全国大会
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【
議
題
１
】
第
49
回
全
国
大
会
開
催
に
つ
い
て

【
議
題
２
】
第
50
回
記
念
大
会
に
つ
い
て

　

事
務
長
山
本
敬
先
生
よ
り
令
和
４
年
７
月
15
日
10
時
よ

り
本
部
審
査
会
が
横
浜
武
道
館
武
道
場
に
て
開
か
れ
人
数

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

受
審
査

　

六
段
位
＝
28
名

　

七
段
位
＝
16
名

　

八
段
位
＝
11
名

〈
各
委
員
会
報
告
〉

令
和
四
年
度
　
第
二
回
常
任
理
事
会
開
催

　

令
和
四
年
七
月
十
五
日
㈮
17

時
よ
り
横
浜
武
道
館
会
議
室
に

お
い
て
第
二
回
目
の
常
任
理
事
会

が
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
宇
治
田
栄
蔵
会
長
の
挨

拶
で
大
会
が
二
年
中
止
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
三
年
ぶ
り
の
開

催
に
、
関
東
本
部
長
髙
津
利
明

先
生
を
は
じ
め
、
地
区
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

話
さ
れ
、
関
係
各
位
の
方
々
も
新

型
コ
ロ
ナ
観
戦
対
策
を
お
こ
た
ら

ず
注
視
し
な
が
ら
成
功
裡
に
絡

く
る
様
剛
柔
会
一
丸
と
な
っ
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
下
さ
い
と
述
べ

ら
れ
た
。

　

理
事
長
並
木
智
徳
先
生
よ
り

「
待
ち
に
待
っ
た
大
会
が
実
施
さ

れ
ま
す
、
色
々
と
コ
ロ
ナ
対
策
を

考
え
て
の
大
会
で
す
、
二・
三
日

の
間
は
密
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
、
心
し
て
予
防
に
努
め
て
く
だ

さ
い
と
話
さ
れ
た
。

　

関
東
地
区
本
部
長
髙
津
利
明

先
生
よ
り
二
年
間
中
止
で
あ
っ
た

大
会
が
当
地
区(

横
浜)

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
ま
ち
わ
び

て
お
り
ま
し
た
。
本
大
会
が
盛
大
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
と
ご
挨
拶
さ
れ
た
。

　

事
務
局
長
津
本
延
孝
先
生
よ
り
員
数
報
告
が
あ
り
常
任

理
事
40
名
内
、
出
席
＝
32
名
、
委
任
＝
６
名
、
欠
席
＝
２
名

で
適
正
で
あ
る
こ
と
で
会
議
の
成
立
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
西
地
区
本
部
長
塩
路
直
也
先
生
よ
り
、
中
部
、
中
国
、

関
西
、
三
地
区
で
ま
と
め
た
結
果
、
関
西
地
区
の
場
所

で
予
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

会
場
、
日
程
等
を
色
々
と
模
索

中
で
あ
り
、
今
年
度
末
又
は
新

年
一
月
ま
で
に
方
向
が
見
え
る

と
思
い
ま
す
の
で
お
待
ち
く
だ

さ
い
と
方
針
を
示
さ
れ
た
。

　

委
員
長
佐
藤
重
徳
先
生
よ
り
、

本
部
審
査
会
に
つ
い
て
「
二
年
間

講
習
会
等
が
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、

技
量
が
低
迷
し
て
お
り
あ
ま
り
良

い
結
果
が
出
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
」
と
報
告
さ
れ
た
。

　

事
務
長
武
田
伸
先
生
よ
り
六
月

開
催
さ
れ
た
全
国
セ
ミ
ナ
ー
の
員

数
報
告
が
あ
り
二
日
間
で
76
名
の

参
加
で
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

又
、
各
地
で
実
施
の
講
習
会
に
多

数
の
参
加
を
望
み
ま
す
と
示
さ
れ

た
。

　

委
員
長
樫
葉
芳
之
先
生
よ
り

各
地
区
に
お
い
て
講
習
会
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
二
年

間
試
合
、
稽
古
が
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
審
判
の
技
量
の
低

下
が
み
え
て
お
り
、
講
習
会
に

参
加
し
技
術
向
上
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
と
示
さ
れ
た
。

　

事
務
長
中
谷
辰
幸
先
生
よ
り
本
大
会
に
出
席
さ
れ
る

各
地
区
審
判
員
の
先
生
方
に
選
手
に
怪
我
の
無
い
様
に

努
め
て
下
さ
い
と
話
さ
れ
た
。

　

委
員
長
秋
田
政
夫
先
生
よ
り
、

各
道
場
の
運
営
に
つ
い
て
コ
ロ

ナ
禍
で
の
生
徒
の
動
行
や
人
数

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
め

て
デ
ー
タ
に
し
て
報
告
し
た
い

と
示
さ
れ
た
。

　

事
務
長
白
井
一
三
先
生
よ
り

各
地
区
に
お
い
て
事
業
も
活
発

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
多

く
の
事
業
報
告
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
と
示
さ
れ
た
。

委
員
長
清
原
今
朝
勝
先
生
よ
り

二
年
間
交
流
会
が
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
が
令
和
五
年
一
月
に
再

開
し
ま
す
の
で
多
く
の
参
加
を

と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ル
ー
ル
を
熟
知
し
若
い
先
生
も
審
判
講
習
会
を
受
講

し
、
剛
柔
会
・
Ｊ
Ｋ
Ｆ
の
審
判
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

頂
き
、
選
手
の
為
に
ラ
イ
セ
ン

ス
取
得
し
て
選
手
育
成
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
と
方
針
を
出

さ
れ
た
。
剛
柔
会
は
二
段
位
取

得
か
ら
で
は
？

　

委
員
長
藤
原
聖
一
先
生
よ
り

三
年
ぶ
り
の
海
外
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
禍
と

あ
っ
た
が
六
ヶ
国
よ
り
22
名
の

参
加
が
あ
り
指
導
委
員
会
佐
藤

委
員
長
、
竹
川
副
委
員
長
、
峯

　

事
務
局
次
長
福
家
孝
一
先
生

よ
り
Jr.
強
化
合
宿
を
香
川
県
高

松
中
央
高
校
及
び
高
松
総
合
体

育
館
で
令
和
五
年
三
月
十
一
日

㈯
・
十
二
日
㈰
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
多
数
の
参
加
を
と

示
さ
れ
た
。

○
指
導
委
員
会

○
審
判
委
員
会

○
段
位
委
員
会

○
道
場
運
営
委
員
会

○
情
宣
・
広
報
委
員
会

○
企
画
委
員
会

谷
﨑
金
光
先
生
よ
り

コ
ー
チ
・
監
督
制
度
に
つ
い
て

○
海
外
委
員
会

○
選
手
強
化
委
員
会

　

九
州
、
四
国
、
沖
縄
地
区
よ
り

沖
縄
支
部
長
高
良
正
剛
先
生
よ
り

次
期
開
催
の
東
北
地
区
の
ご
理
解

を
頂
き
、
沖
縄
で
50
回
記
念
大
会

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
、
当
地
区

で
は
全
国
よ
り
多
く
参
加
者
を

「
う
と
ぅ
い
む
ち
」
で
「
ち
む
ど
ん
ど
ん
」
し
て
お
り
ま
す
と

示
さ
れ
た
。

委
員
の
ご
協
力
に
よ
り
技
術
の
向
上
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

宇治田栄蔵会長

佐藤重徳委員長

並木智徳理事長髙津利明関東地区本部長津本延孝事務局長塩路直也関西地区本部長高良正剛沖縄支部長

武田 伸事務長山本 敬事務長樫葉芳之委員長福家孝一事務局次長

秋田政夫委員長白井一三事務長藤原聖一委員長清原今朝勝委員長
谷㟢金光先生
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　新型コロナ感染も沈静化の兆しがみえはじめた今年三年ぶりに全国大
会が実施されることとなり、海外会員の参加も多数見うけられ、海外セ
ミナーも三年ぶりに開催された。
　海外委員会の先生方と指導委員会の先生方の協力により 2 日間の講
習会が行われた。
　冒頭の挨拶で藤原海外委員長より「剛柔会指導委員会の先生の指導で
剛柔流の源点をしっかり学習してください。」と気合を入れスタートした。
　昼からの講習は 15 日に開催される段位審査に臨まれる方々に対して
のアドバイスも兼ね、開手形について個々に分かれて講習が始まった。
　三年ぶりとあって講習会で受講生は先生方に細かい分解等について質
疑されていました。また昼の講習会時において（公・財）全日本空手道
連盟副会長栗原茂夫先生より陣中見舞でお顔を出して頂きました。あり
がとうございました。
　海外の会員の皆様も喜んでおられ、初日は無事に講習会を終えました。
　15 日本部審査に参加される方は午前 10 時より、海外審査を受審さ
れる方は昼までの講習会に参加されました。
感染対策に海外の皆様も協力的に取り組んで頂き無事に終了しました。
二日目終了後、受講証を地区代表の先生にお渡ししました。

2022 年度
剛柔会海外セミナー開催

（1日目） （２日目）
日時：2022年7月14日（木）　12時～17時

会場：（公・財）全日本空手道会館２・３Ｆ（東京）

日時：2022年7月15日（金）　10時～12時

会場：横浜武道館１Ｆ武道場（神奈川）

講　師
海外委員会委員長：藤原聖一先生（秋田）、海外委員会の先生方

指導委員会委員長：佐藤重徳先生（大分）、指導委員会副委員長：竹川達男先生（東京）

〒563-0055　大阪府池田市菅原町11-9　ニチレク池田桜通り
TEL:072-748-3351  FAX:072-748-3350

〈 参 加 国 〉
・オーストラリア 10 名・ポルトガル 1 名
・米国 5 名・スロバキア 2 名
・カナダ 1 名・ニュージーランド 2 名
・ユーケイ 1 名 計　22 名

▲基本・三戦に特化した指導

▲佐藤先生の壱百零八手の指導

▲開始式

▲セミナースケジュールにつて

▲ハリソン真理先生による通訳(右から二人目)

▲佐藤先生の分解

▲陣中見舞にこられた栗原茂夫先生の挨拶

▲転掌の説明 ▲参加者(空手道会館にて)

▲峰先生により裏打ちのスナップについて

▲▼受講証授与式
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令和４年度 全国形講習会開催令和４年度 全国形講習会開催
日時：2022 年６月４日 (土 )・５日 (日 )

(6)第107号令和４年11月21日(月)

　全日本空手道連盟剛柔会（宇治田栄蔵会長）の指導委員会研修会・三技一体研修会が開催さ
れた。開始式前に出席者は全員抗原検査を実施。開始式では並木先生より挨拶があり「剛柔流
の源流である拳聖宮城長順先生の技術を伝承し後世に残すことが会の原点であり、先生方の技
量の向上を目指す研修会としてしっかり学んで下さい」と力強い言葉によりスタートした。
　基本から体の鍛錬と土台作り、三戦、撃砕（第１・第２）、砕破、制引鎮、三十六手、四向
鎮、十八手、十三手、久留頓破、壱百零八手、転掌等が２日間にわたり実施された。
　約２年間、新型コロナ感染症の状況により実施できなかった指導委員会研修会及び三技一体
（指導・審判・段位）研修会に委員長を交え、剛柔会の根幹である技術の統一や分解・応用等
の研修を行った。２年間のブランクがあったため、基本の見直しや応用の反復に特化した研修
となった。
　形の分解には、組手につながる技が引用されていることを塩見先生より解説があり、必ず形
＝組手であることを意識し、演武に活かして稽古に励むことを伝えられた。

日時：2022年６月３日(金)・４日(土)/会場：京都テルサ西体育館(京都市南区)

令和４年度令和４年度

指導委員会研修会・指導委員会研修会・三技一体三技一体研修会開催研修会開催

特別常任技術顧問：塩見明先生（京都）理事長：並木知徳先生（東京）指名常任理事：村松真孝先生（静岡）
指導委員長：佐藤重徳先生（大分）段位委員長：津本延孝先生（和歌山）審判委員長：樫葉芳之先生（京都）
指導副委員長：竹川達男先生（東京）指導事務長：武田伸先生（愛媛）

指 導 委 員：
峯　真太郎先生（群馬）、古市昭人先生（鹿児島）、矢野吉基先生（愛媛）、中野義光先生（愛知）

研修会出席者の先生方

開始式で挨拶される津本延孝理事長代行（中央）

塩見先生より技の多様性を伝授（右）

峯　真太郎先生による転掌での呼吸法(中央)

形の分解で組手の技を解説する塩見先生（右）

基本の四股立ちでの移動

並木先生の挨拶（中央）

佐藤重徳先生(中央)による基本中段受けによる体の締め

基本：三戦から見直し

増田先生(中央)による体幹の鍛錬(天突)

終了式で佐藤先生の挨拶(中央)

抗原検査チェックで開始

増田典彦先生による鍛錬法(中央)

会場：京都テルサ西体育館(京都市南区)
講師／特別常任技術顧問：塩見　明先生（京都）
指導委員会の先生方

　剛柔会では、新型
コロナ感染症等対策
のために、２年間は
全 国 形 講 習 会 の開
催を控えていたが、
行 動 範 囲の 緩 和が
始まったことを受け
て、６月に開催とな
った。会場となった
京都テルサ西体育館には、全国より多数の参加者が集
い、６月４日は30名・５日は45名が受講した。会場で
は、感染防止対策を万全に施して、２日に分けて行わ
れた。
　講習会は、２年のブランクがあり、中には基本が疎
かになっていた受講者もいて、体の鍛錬と運足の見直
しが行われた。その後は、各パートに別れて開手形に
特化した指導が行われた。
　また、本年７月に横浜で開催され全国大会前日に実
施される本部審査に挑戦される受講者は、細部に亘り
質疑されていた。講習中、講師の先生より「基本が大
切であり、自分の技術向上に向けて反復稽古して下さ
い」と示され、佐藤先生より最終日挨拶では「２日間に
わたり学んだことを忘れずに活かして下さい」と締め
られた。



初　段
鴨 井 　 鈴 葉 京 都
木 野 本 　 海 遥 京 都
上 羽 　 柚 夕 京 都
米 倉 　 千 雛 京 都
荒 田 　 華 凛 京 都
博 田 　 紀 予 京 都
岩 田 　 慧 京 都
神 村 　 昭 翔 京 都
小 町 　 祥 生 京 都
赤 田 　 阿 檀 京 都
六 津 井 　 翔 太 大 阪
植 原 　 漣 翔 大 阪
池 田 　 歩 乃 大 阪
ﾊ ﾟ ﾈ ｲ 　 ﾊ ﾟ ｰ ﾊ ｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｴﾁﾞｸ ｳﾞｫﾛﾌﾞｴｳﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｼﾞｪﾚﾒｲ　ｼｱｰﾉ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｻ ﾑ 　 ｾ ｲ ｸ ﾞ ｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
白 川 　 遥 飛 長 崎
山 下 　 建 音 長 崎
柳 本 　 龍 太 朗 長 崎
山 口 　 遥 舵 長 崎
佐 々 野 　 時 長 崎
川 中 　 曹 司 長 崎
針 尾 　 颯 希 長 崎
破 戸 　 崚 佑 長 崎
吉 村 　 誠 長 崎
宮 本 　 悠 月 和 歌 山
大 西 　 啓 太 和 歌 山
畑 中 　 龍 心 和 歌 山
西 野 　 來 花 和 歌 山
畑 中 　 は な 和 歌 山
中 根 　 璃 子 和 歌 山
赤 木 　 伸 之 助 和 歌 山
薮 内 　 利 弥 和 歌 山
木 下 　 桜 和 歌 山
赤 井 　 美 宇 和 歌 山
吉 村 　 優 大 和 歌 山
長 嶋 　 真 央 和 歌 山
長 嶋 　 希 武 和 歌 山
池 邉 　 由 佳 大 分
伊 藤 　 綾 美 秋 田
佐 々 木 　 亜 純 秋 田
三 浦 　 煌 大 秋 田
今 畠 　 葉 野 秋 田
舘 山 　 愛 秋 田

羽 沢 　 明 夏 羽 秋 田
前 田 　 美 春 秋 田
手 塚 　 瑛 吾 秋 田
近 藤 　 龍 起 秋 田
渡 部 　 竜 希 秋 田
北 林 　 志 温 秋 田
奈 良 　 怜 汰 秋 田
熊 谷 　 京 香 秋 田
田 中 　 明 守 秋 田
大 淵 　 登 志 矢 佐 賀
平 原 　 明 佐 賀
林 　 亜 美 鹿 児 島
髙 木 　 健 太 鹿 児 島
脇 田 　 蒼 大 鹿 児 島
藤 田 　 桃 樺 鹿 児 島
藤 澤 　 大 空 香 川
松 矢 　 桜 子 愛 媛
御 堂 　 俳 司 愛 媛
山 岡 　 加 菜 愛 媛
松 岡 　 敏 樹 愛 媛
矢 島 　 隼 翔 群 馬
中 泉 　 悠 斗 茨 城
角 田 　 翼 群 馬
為 我 井 　 翔 茨 城
浅 野 　 豪 仁 東 京
池 田 　 明 日 香 東 京
井 山 　 晴 東 京
池 田 　 裕 一 郎 東 京
石 井 　 祐 仲 東 京
ｵ ﾘ ﾊ ﾞ ｰ 　 ﾑ ﾗ ｽ ﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｱ ﾝ ﾅ 　 ｼ ﾉ ﾒ ｽ ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
ｼ ﾞ ｮ ｾ ﾞ 　 ｻ ﾝ ﾄ ｽ ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
ﾙｰﾍﾞﾝ　ﾍﾟﾄﾞﾛｽﾞ ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
蔡 　 清 　 池 ｼﾝｶ ﾎ゙ﾟー ﾙ
陳 　 盛 　 龍 ｼﾝｶ ﾎ゙ﾟー ﾙ
デ レ ク ｼﾝｶ ﾎ゙ﾟー ﾙ
福 田 　 珠 優 島 根
土 江 　 菜 月 島 根
生 和 　 春 乃 島 根
堤 　 沙 耶 岡 山
小 森 　 紗 佳 岡 山
小 村 　 幸 平 島 根
梶 原 　 初 岡 山
沼 本 　 淳 志 岡 山
西 村 　 和 真 岡 山
堤 　 広 晴 岡 山
森 川 　 愛 子 愛 媛

弐　段
田 邊 　 彩 恵 京 都
供 川 　 桜 奈 京 都
嶋 田 　 晴 京 都
鴨 井 　 詩 葉 京 都
川 嶋 　 雪 乃 京 都
中 村 　 和 泉 京 都
篠 田 　 陽 希 京 都
ｼｮｰﾝ　ｺｽﾞｸﾞﾛｳﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
エ ミ ー ル 小 林 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｼﾞｪｼﾌｪｿﾝ　ｸｰｸ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ ﾁｬﾄﾞｳｨｸ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｳﾞｧﾈｯｻ　ﾌﾞﾚﾄﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ﾏ ｲ ｸ ﾙ 　 ｱ ﾘ ｽ ﾄ ﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
針 尾 　 承 佑 長 崎
針 尾 　 統 也 長 崎
岳 下 　 伽 音 長 崎
首 藤 　 史 典 長 崎
竹 内 　 深 矩 和 歌 山
奥 　 菜 々 美 和 歌 山
生 田 　 昂 平 和 歌 山
黒 川 　 玲 緒 美 和 歌 山
中 根 　 花 大 分
太 田 　 迅 秋 田
武 藤 　 太 一 秋 田
木 村 　 柊 陽 秋 田
川 口 　 大 輔 鹿 児 島
矢 野 　 高 虎 愛 媛
村 井 　 樺 恋 愛 媛
浅 野 　 豪 将 東 京
髙 橋 　 千 恵 子 東 京
尾 関 　 拓 也 東 京
新 村 　 直 彦 東 京
彦 井 　 浩 孝 東 京
ﾃｨﾚｰｻﾞ　ﾌｨｱｲﾕ ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
謝 　 文 　 欽 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
林 　 蔓 　 清 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
羅 　 廣 　 海 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
ｼﾞｪﾚﾐｰｶﾞｰﾄﾞﾅｰ健 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
于 　 志 　 文 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
日 野 　 颯 太 愛 媛
髙 橋 　 征 次 愛 媛
加 藤 　 寛 大 愛 媛

参　段
青 井 　 善 則 京 都
ﾌ ｨ ｵ ﾅ 　 ｳ ｨ ｰ ﾗ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
山 下 　 奏 建 長 崎

林 　 怜 央 長 崎
本 村 　 翔 長 崎
南 　 京 一 和 歌 山
家 高 　 律 雄 和 歌 山
薗 田 　 鉄 兵 和 歌 山
矢 野 　 舞 莉 愛 媛
松 浦 　 充 志 愛 媛
山 元 　 勇 輝 神 奈 川
釜 野 　 慎 也 東 京
ｿﾌｨﾔ　ﾓﾙﾃｨﾆﾔｲﾗ ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
岡 　 由 佳 岡 山
小 村 　 辰 一 島 根
倉 住 　 知 宏 山 口
金 久 　 典 弘 岡 山

四　段
ｱﾏﾝﾀﾞ　ﾊｼﾘｿﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｼﾞｪｼｶ ｳﾞｪﾄﾘｻｰﾉ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
宮 國 　 淳 神 奈 川
吉 岩 　 百 合 子 大 分
小 森 　 靖 代 岡 山

五　段
ﾃｲﾐｱﾝ　ｼｰﾃﾞﾙ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
中 山 　 健 充 高 知
戸 田 　 哲 也 愛 媛
中 西 　 龍 三 愛 媛
ﾌｫ　ﾊﾞ ｺｯｸ　ﾌｨ 東 京
ｼ ｬ゙ﾆｰﾝ ﾌﾞー ｽﾛｲﾄﾞ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
ｱ ﾗ ﾝ  ｳ ｲ ﾙ ｸ ｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
中 村 　 卓 司 長 崎
中 石 　 徹 大 分
清 水 　 秀 人 鹿 児 島
豆 塚 　 晴 滋 賀 大 分
伏 見 　 拓 也 岡 山
鎌 田 　 浩 一 岡 山
藤 江 　 信 男 宮 城

六　段
土 師 　 勇 気 大 分
山 口 　 祐 嗣 大 阪
福 家 　 孝 一 香 川
本 多 　 健 次 大 分
横 山 　 慶 一 京 都
ｼﾞｮｰｼﾞ ｸﾞﾛｰｼｬｽ ﾆｭｰｼﾞー ﾗﾝﾄﾞ
東 　 剛 司 東 京

ｼ ｮ゙ﾝﾎﾟー ﾙ ｳｲﾘｱﾑｽ U S A
関 川 　 広 満 栃 木
柿 木 　 隆 二 東 京
木 村 　 正 夫 和 歌 山
佐 藤 　 公 俊 宮 城
小 椋 　 登 望 恵 京 都
仲 尾 　 美 惠 子 東 京
牛 島 　 央 子 東 京
山 下 　 和 久 岡 山
渡 邊 　 正 弘 秋 田
ﾏ ｰ ｸ 　 ｸ ﾚ ｲ ﾏ ｰ U S A

七　段
齊 藤 　 和 久 秋 田
長 嶋 　 ユ ミ 和 歌 山
ｽﾃｲｼｰ　ｶﾚﾁｨｱﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
島 田 　 博 江 埼 玉
山 口 　 竜 二 静 岡
田 丸 　 英 雄 福 岡
遠 藤 　 知 義 岡 山
ﾎ ﾟ ｼ ﾘ ｱ ｽ 　 ﾏ ｰ ｸ 大 分
ｸﾞﾚﾝ　ｽﾃﾌｧﾝｿﾝ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

八　段
武 田 　 伸 愛 媛

錬　士
大 久 保 　 泰 明 東 京
小 齋 　 和 範 宮 城
安 藤 　 容 加 高 知
萩 原 　 喜 和 長 崎
山 蔭 　 亮 二 東 京
ｱﾀﾞﾑ　ｾﾞﾘﾝｽｷ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
野 村 　 和 宏 京 都
滝 　 洋 二 香 川
髙 橋 　 幹 雄 大 分
ﾋ ﾟ ｰ ﾀ ｰ 　 ｷ ｮ ｼ ｽ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
相 場 　 勝 行 宮 城
引 地 　 東 一 郎 宮 城

教　士
長 嶋 　 耕 和 歌 山
森 脇 　 宏 紀 兵 庫
原 口 　 憲 明 佐 賀
黄 　 銘 　 城 ｼﾝｶ ﾎ゙ﾟー ﾙ

令和４年４月１日
～４年 10 月 31 日 令和四年度 昇段者一覧
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三
年
ぶ
り
の
審
査
会
で
受
審
者
も
多
く

厳
し
い
関
門
で
あ
る
剛
柔
会
の
段
位
取
得

は
自
身
の
集
大
成
の
お
披
露
目
と
あ
っ
て

受
審
者
は
緊
張
な
面
持
ち
で
挑
ま
れ
て
い

た
。
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時
：
２
０
２
２
年
７
月
15
日
㈮

　
　
　

 

10
時
～
16
時
30
分

会　

場
：
横
浜
武
道
館
（
武
道
場
）

審
査
長
：

審
査
員
：

藤
原
聖
一
先
生(

秋
田)

大
木
兼
光
先
生(

佐
賀)

小
齋
則
夫
先
生(

宮
城)

高
橋　

悟
先
生(

秋
田)

竹
川
達
男
先
生(

東
京)

佐
藤
重
徳
先
生(

大
分)

津
本
延
孝
先
生(

和
歌
山)

立
会
人
：

塩
見　

明
先
生(

京
都)

福
永
聰
彦
先
生(

岐
阜)

並
木
知
徳
先
生(

東
京)

受
審
者

・
六
段
位 

28
名　

・
七
段
位 

16
名

・
八
段
位 

11
名

日　

時
：
２
０
２
２
年
７
月
15
日
㈮

13
時
～

会　

場
：
横
浜
武
道
館
（
武
道
場
）

審
査
長
：

審
査
員
：

丹
下
勝
則
先
生(

愛
媛)

前
川
英
博
先
生(

大
阪)

塩
路
直
也
先
生(

和
歌
山)

増
田
敏
雄
先
生(

大
阪)

清
水　

充
先
生(

大
阪)

受
審
者

　

・
初
段 

１
名
（
ス
ロ
バ
キ
ア
21
才
男
子
）　

　

・
五
段 

１
名
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
56
才
女
子
）

　

・
五
段 

１
名
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
60
才
男
子
）

　
　

計
３
名

審査員 立会人
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海外セミナー参加者(2日目)



　小学一年生から和歌山拳武館田辺道場で空
手を習い始め大学二年の時、第 39 回剛柔会
全国大会男子軽量級組手で優勝してから第
45 回大会まで 7 連覇であったが　第 46 回、
第 47 回と新型コロナ感染対策で 2 年間大会
が開催されなかった。しかし、今年第 48 回
が開かれ延べ 10 年間軽量級チャンプを継承
して 8 連覇を達成した。学生選手・社会人
選手として現役で活躍されてきましたが、今
年の大会をもって引退を表明されました。今
後も教員として空手道の指導・監督等で次世
代に向けて若手を育成し空手界 ( 剛柔会 ) の
発展に寄与したいと語られています。
今後の活躍に期待します。お疲れ様でした。

井本  匠井本  匠 選手選手(和歌山)(和歌山)

　佐藤重徳師範に稽古を
付けて頂き日々鍛錬で体
を鍛え体幹をつけること
で形の演武に重厚感・ス
ピード・力強さ等が表現
された形に仕上がり空手
の形の奥義がみえる演武
で優勝された。今後も世
界、国内と上位を目指し
てください。

　幼少から空手を始め
大学時代で活躍、又社
会人になっても続ける
ことが出来る環境に恵
まれ、毎日の稽古が表
現力に繋がり不動の体
幹が生まれでる演武で
圧巻の３連覇を達成し
た。

　6 歳より空手を習い始め 20 歳まで続け 14 年間休んで再
度チャレンジ、息子 3 歳と道場通いが始まり、8 年前に膝
を痛め空手を諦めたこともあったが再起して努力を続けて
の優勝であった　今大会出場の機会を与えて支えてくれた
家族、道場・職場の皆様に感謝でいっぱいです。道場訓「堅
忍不屈」精神を養うべしを忘れず向上心を持って稽古に邁
進し頑張って進んで行く方針を述べられた。

　20 代後半から空手を始め形に
魅了され邁進してきました。師範
の教えをしっかり理解して稽古
に励んできた結果優勝でき沸き
あがる向上心を感じました。
　恩師、道場の仲間、家族の応援
で勝ち取ったことに感謝して今
後も上位を目指しチャレンジ精
神で頑張りますと示された。

世界・国内で活躍中！！不動の四連覇進撃世界・国内で活躍中！！不動の四連覇進撃

一般女子形 一般女子形 大野ひかる 大野ひかる 選手選手（大分県）（大分県）
進進
Evolution!!Evolution!!

化化  パワーアップの三連覇!!パワーアップの三連覇!!
一般男子形 一般男子形 西山　走 西山　走 選手選手（大分県）（大分県）

圧 巻 の 8 連 覇 で 花 道 を 飾 る

男子軽量級チャンプ男子軽量級チャンプ

悲願のチャンプ達成!!悲願のチャンプ達成!!

形50歳以上男子 形50歳以上男子 東　剛司 東　剛司 選手選手（東京都）（東京都）

(8)第107号令和４年11月21日(月)

引 退 ！！ 

努力が実った優勝!!努力が実った優勝!!
形40歳以上女子 形40歳以上女子 吉岩百合子 吉岩百合子 選手選手（大分県）（大分県）


